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能動的議子図書館システムの構築に向けて
の機能と要素技術-
システムに求められる機能と、その楼誌
。一般の
吉のデータベース
した詰果を利用
に、データベース
なく、それ以外に利用可能な綴々なデータソー
電子図書館システムもそのようなシステムの ス
一一種である。電子図番館システムの他にも、 らを統合
ャーナルシステム、文献検索システム ば、手1更性誌大;揺に
り、実際にさまざまなシス
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これらのシステムでは、利用者からの問い
合わせ要求を受け取り、それをデータベース
から検紫し、結果を探求する。このよう
構によって稼働するシステムは、「利用者が
のみを提撰するj という意味で、
受動的なシスチムであると考える
る。しかし、ただ単に
なる。
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システム問 い。また、
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それぞれのシステムはネットワークJニ
り、利用
らを選択し、胞にアクセスしなければなら
ない現状にある。
のアクセスしか許さないものや、アクセスの
量によって課金するものなど
アクセ
システムが能動的にこ
タソースにアクセスし、そ
ような機能が 用者が利用可能なチータソースに対してのみ
となる。このような機能の実現のために 横断的な輪索を行い、必要に応じて課金情報
は、以下に示す各種の機構が必要となる。 を記録・管理する機構が必要である。
1.統一的立インターフェース
くアクセスするために 3 要索技術
元的な扱い
る。このインタープ、ヱース
ることにより、利用者は個々
可詮となる。
2.検索要求の仲合機構
統一的インタ…フェ…スによっ
入力した検索要求を分析し、必要な情報j患に
として利用者に提示する。このとき、複数の
ら得られた静報同士の関連(たとえ
ば、参間関係など)をシステムで畠動的
ことで、
有効である。
4.データソ…ス!こ対するアクセス管理
タソースの中に辻、商用のデータ
スや諒子ジャーナルなど
タソースの中には、
ここでは、
3.1 パーソナライゼイション
パーソナライゼイション
Webなどにおいて表示される内容を、個々
?
システムのひとつに、 Webのインターフェー
スを利用したいわゆるオンライン取引システ
ム何時commerceシステム)がある。
いわゆるポータルサイトなどにおい
ても、パ…ソナライゼイションの技術が応用
されている。パーソナライ
うことにより、
に対してより
能となる。
3.2 データマイニング
タマイニング
タの中から特徴抽出や知識発見を行う
あるデータマイニングの技術
としては、マーケットパスケット
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タに対するマイニングがある。マ…ケッ
トバスケットヂータとは、その名のとお号、
スーパーマーケットな
を同時
いたか、という
このデータをマイニングすることにより、あ
クチャ
さ
を構築する機能を
機楼の一種である [9][10]0
タソー スは、 1虫自
のインターフェースによっ
を買った顧客は、}jIJのどの高品を一緒 とめるためには、このようなインターブェー
る棋向にあるか、といった情報を拍 スの違いを吸収する
ある。
この
お
で
タ
ζおいては、そ
のため、こ
でになされている [1ド10 エータシス
このよう
揺することによって、 [10]は、ラッパーの機構
に対し さまざまなデータソース
しているシステムである。
Garlicにおいて、ラッパーは以下のような
3.3 ラッパー/メディエ…タ
ラッパーおよびメディエータ
eァータ
は、搭数のヂータソースに対して @メソッド
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スについて実行可能な問い合わせの部分につ
いてのプランニングを行い、その結果をカー
ネんに返す。カーネルはその結果安利用して
全体的な問い合わせのプランニングを構成し、
しにより、
ラッパーのヂータモデルイとの機能
により、統一的な表現方法に変換されて力一 図 3.3に、iVlSLで記述したメディエー
ネルに返される。カーネルでは、それぞれの タの柱様の例(…部)を示す。詳細につい
ラッパーでは延理できない問い合わせの残り ては本稿で
{伊jえば、 2つのヂータソースにまた は 2つのデータソースねta_sourcelと
ど)を実作し、最終的な検察 品川_source2からどのような清報を敦ち出
。以上の起理の過獄で、問い合わ し、
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Garlicによる問い合わせの処理は、
のようになる。まず、クライアントがGa.rlic い
のカーネルに対して問い合わせを発行する。
カーネルは、受け取った問い合わせに関係す
るヂータソースのラッパーに対して、それぞ
れ問い合わせの
パーはそれぞれ、各信
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4 おわりに
本稿では、能動的電子図書館システムに求
められる機能と、その機能を実現するために
利用可能と考えられる要素技術についてその
概略を述べた。計算機環境の向上とコンビュー
タネットワークの更なる普及により、電子図データベースセレクタ (databωeselector) 
書館システムが果たすことのできる役割は、は、利用者から発行された問い合わせに対し
今後ますます拡大する。このような状況におて、有効と思われるサーチエンジンを選択す
いて、システムの利便性向上するためには、る。メタサーチエンジンが対象とするサーチ
本稿に述べた各種の機能の実現が有効であるエンジンの数が非常に多い場合、すべての問
と考えられる。い合わせをすべてのサーチエンジンに対して ー ソ
発行するのは、非合理的である。これを避け
るため、データベースセレクタが、サーチエ
ンジンの中から与えられた問い合わせに対し
て有効と考えられるものを選出する。
データベースセレクタによってサーチエン
ジンが選択されたら、続いて、それぞれのサー
チエンジンに対してどのような問い合わせを
発行するかを決定する必要がある。この処理を
行うのが、 ドキュメントセレクタ (document
selector)である。
クエリデ、イスパッチャ(querydispatcher) 
は、 ドキュメントセレクタが決定した問い合
わせを実際にサーチエンジンに対して発行す
る。多くの場合、サーチエンジンに対する問
い合わせ発行にはHTTPプロトコルの GET
メソッドあるいはPOSTメソッドが使われて
いるので、クエリディスパッチャはそれらの
メソッドを使ってサーチエンジンに接続する。
リザルトマージャ(resultmerger)はそれぞ
れのサーチエンジンから取得した結果をまと
め、最終的な検索結果を構築する。この際、
どのサーチエンジンからの結果を最終結果と
してより多く採用するかが決定される。
先にも書いたように、電子図書館システム
においても、システム自身が抱えるデータベー
スの他に、サー チエンジン、電子ジ、ャー ナル、
Z39.50など、さまざまなデータソースに対し
て横断的な検索を行い、それらを統合した結
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